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世界の森林面積減少 （FAO、2000-2005調査)
年平均 730万ha減少

森林生態系・地球環境の危機

地球の森林面積は毎年減少している

毎日 ２万ｈａの森林が消失している
＊北海道演習林とほぼ同じ面積

東京ドーム4,278個分
東京23区の１／３強

世界の原生林面積 （FAO、2000-2005調査)

年平均 600万haが消失・転換

地球の原生林面積も毎年減少している

要旨
林業と自然環境の両立を可能にする森林施業（取り扱い）として、北海道演習林では約50年前から天然林施業（林分施

業法）を事業的規模で実施している。
これによって、森林生態系を維持しつつ、持続的な林業を行う先駆的なモデルとなっている。

1．はじめに

森林生態系を維持しつつ
林産資源を供給できる林業が必要

２．北海道演習林の概況
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山部

麓郷

東京23区

北海道演習林

富良野市

設立1899年 面積
22,700ha

標高190m

標高1460m

平均気温6.3度
最高35.4度 最低－26.8度
年平均降水量1254mm
積雪期間11月下旬から4月下旬

北海道演習林の天然林施業は
その解決策のひとつ

北海道演習林の技術職員組織図
技術主任

10名

山麓作業所

企画調整係

生産販売係

土木係

種苗造林係

生産係

調査資料係

調査第1係
2係

樹木園
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2名＋（短2名）

合計 28名＋（短時間雇用8名）
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1名＋（短1名）

2名＋（短1名）

3名＋（短4名）

人工林管理

施業関連書類作成・資料管理

林産物販売

試験地管理
研究・実習等の利用者対応

丸太生産作業

林道等整備

苗木育成と見本林管理

施業に係わる林況・収穫調査

※ 上記の業務以外にも、試験研究や基盤データ調査を分担している

天然林施業 －森林生態系維持と持続的林業－
北海道演習林 犬飼浩

年間伐採予定量
（12期試験研究計画、2006-2015年の平均）

天然林 22,500 立米
人工林 6,600 立米
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北海道演習林の天然林施業（林分施業法）

腐朽木や樹勢が衰えて成長量が低下した木を伐採
利用価値の高い木、成長の盛んな木、次世代の木を育成
成長量に見合った伐採量を上限とする
樹種構成を大きく変えない伐採
生態系への影響を可能な限り抑える

15年後

腐朽木 老齢衰退木

森林生態系を維持しつつ、持続的な収穫が可能

３．環境と林業の両立を目指して

林況調査 伐採前年 秋から冬

10年ごとに試験研究計画が作成され、施業区域が決定される

林分を区分する（林況調査）
施業区域の全域を踏査して、森林を同じ取り扱いをする林分に区分します。その林を構成し

ている樹種、天然更新のようす、標高、斜面の向き、土壌、地下水位などを総合的に判断しま
す。現場での林分施業法の第一歩です。

林分の境界線に目印のテープを
巻いて行きます。森林を総合的
に判断する経験が必要です。 林分の範囲を測量します。

パソコンに測量データを入力してGISで施業図ができます。

林分の蓄積を調査する（林況調査）
それぞれの林分において、どれくらいの蓄積があるかを調査します。第1作業級の択伐林分で

は伐採率16％を上限としますが、この調査によって、現場としての施業方針を決めます。

現地検討会
3月に実施されます。次年度施

業する予定の林分を、試験部門・
業務部門の全職員が現場で検討し
ます。林分の区分、林況調査の
データを検証し、演習林としての
施業の方針を決定します。

50m×50mの標準地を、各林分ごとに面積の５～８％になるようまんべんなく設定し、その
中の高さ1.3ｍ以上の樹木すべてについて、胸高直径（地上から1.3mの高さの木の太さ）な

どを計測し、林分全体の蓄積を算出します。

まだ雪深い3月。スキーで移動しながら現地を見て回ります。

4．林分施業法の択伐作業例

「マサカリ」は伐る木を選びます。樹皮の一部剥がして、
マサカリの背の部分で打診します。響く音で木の内部の腐
れや材の状態が分かります。

「輪尺（りんじゃく）」は胸高直径を計ります。マサカリ
の打診の音や外見から、材の状態（腐れ）を判断し、野帳
に伝えます。

「札付け」は番号の付いた札を木に付けます。以降、こ
の木は伐採されるまでこの番号で管理されます。

伐採する木を決定する調査で、4人1組で実施されます。先頭から順に「マサカリ」「輪
尺」「札付け」「野帳」と呼ばれます。林分の成長量に見合っただけの木を選ぶことはもち
ろんですが、将来その林分をより活力のある状態へ導くために、伐る木・残す木を選ぶ「選
木」の技術が重要です。選木が出来るようになるには、10年近い経験が必要。

「野帳」は胸高直径、木の状態、番号を記録しながら伐採
量を調節する司令塔です。林分全体を見て伐採量をコント
ロールします。

北演の職員が丸太を生産して売る「丸太販売」と、伐倒から集材まで民間に委託する「立
木販売」の2通りで実施しています。伐採や集材では、幼い木や土壌を守るように注意が払
われています。

伐採監護
伐採が計画通り実施されたかを確認する作業です。

伐採作業が行われている期間は定期的に実施します。
伐採・集材によって痛んだり倒れてしまった木も確
認します。

収穫調査 伐採当年 春から夏

販売・伐採 伐採当年 冬

まとめ
北海道演習林では、毎年2万立米以上の伐採を行いつつ、多

様性に富んだ森林を維持している。
持続的林業を行いながら、複雑な天然林生態系を維持する

施業には、高度な知識をもち熟練した
技術職員が不可欠である。

クマゲラの子育て
多様性に富んだ森林


